
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

教科書に沿って、本読みや事例を元に学習

使用教材

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

授業以外での準備学習

の具体的な内容

もう一度復習

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

本読み

社会保障とは

社会保障の３つの機能・あるべき社会と今後の社会保障

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

社会保障の仕組みがわかる。

各コマに

おける

授業予定

社会保障制度とは

公的年金の意義・公的年金制度の仕組み

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

年金等の仕組みがわかる。

各コマに

おける

授業予定

社会保障制度とは

介護保険の意義と仕組み

社会福祉・公的扶助・公衆衛生の意義と仕組み

柴崎　清志
実務経験と

その関連資格

鍼灸整骨院開業・大阪ハイテク附属整骨院

柔道整復師免許　柔道整復師専科教員免許

定期試験　１００％

科  目  名

柔道整復スポーツトレーナー学科

社会保障制度

科　目　区　分

社会保障制度と柔道整復師の職業倫理

公益法人全国柔道整復学校協会　（医歯薬出版株式会社）

社会保障・社会保険制度・医療保険制度等の仕組み

柔道整復師業務における医療費

DVDやパワーポイントなど使用して視覚情報も取り入れる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年生 教室名

学生にはなじみのない制度のため、ゆっくりを授業を進める。

担 当 教 員

第

5

回

第

2

回

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

本読み

第

3

回

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

本読み

内　　　容

DVD（厚生省）などで事前知識確認
授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

本読み

プリント

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

医療保険の制度がわかる。

各コマに

おける

授業予定

医療保険制度とは

医療保険の目的と意義・保険診療の概要

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

医療現場や保険の現状がわかる

各コマに

おける

授業予定

医療保険制度とは

医療保険財政の現状と課題・診療報酬制度

2020

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

第

4

回



授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

授業の

方法
内　　　容

授業を

通じての

到達目標

医療費の仕組みや柔道整復の療養費がわかる。

各コマに

おける

授業予定

医療費制度の概要

医療費とは・柔道整復療養費

第

15

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

今後の医療費の概要がわかる。

各コマに

おける

授業予定

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

第

6

回

第

7

回

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

本読み

プリント医療費制度の概要

柔道整復療養費の推移・医療費の算定

本読み

プリント

第

8

回

社会保障制度と柔

道整復師の職業倫

理

公益法人全国柔

道整復学校協会

本読み

プリント

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

総合的に社会保障全般を理解する。

各コマに

おける

授業予定

療養費請求のケーススタディ・まとめ

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

第

10

回

第

11

回

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

第

14

回

第

12

回

第

13

回

授業を

通じての

到達目標


